
 

写真-1 飛翔するサシバ

   写真-2 代替巣（上面より）  
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１． はじめに 

常磐自動車道が通過する相双地区（富岡町～新地町間）では、サシバ（絶滅危惧Ⅱ類：環境省、準絶滅危

惧：福島県）やオオタカ（準絶滅危惧：環境省、絶滅危惧Ⅰ類：福島県）等の希少猛禽類の生息が確認され

ている。当該地区では平成 12 年より、工事による周辺環境への影響の最小化を目的として猛禽類生息調査を

行い、その結果を受けて学識経験者からなる検討会を開催し環境保全対策を行ってきた。保全措置に際して

の考え方としては「回避」「低減」「代償」があり、当該区間は営巣環境が工事により受ける影響の「低減」

を目的として代替巣を設置した。本稿は、日本で初めてとなる代替巣の利用によるサシバの繁殖事例等につ

いて報告するものである。 

２． サシバについて 

 サシバは、東北地方以南に夏鳥として渡来し繁殖する全長約 50cm の猛禽類であ

る。南西諸島からフィリピンにかけての地域で越冬し、おもに両生類・爬虫類・

昆虫類等をエサとしている。サシバの多くは里山環境に生息し、里山の生態系の

上位に位置している。つまり、サシバが生息しているとうことは里山環境の保全

状態が良好であり、多様性の高い生態系が保全されていることを示すひとつの証

となるものと考えられる。１） 

３．代替巣設置経緯 

サシバは当該路線近辺において出現が確認されていたが、平成18年2月に絶滅危惧Ⅱ類と指定されたため、

平成 19 年より本格的に生息調査を行った。調査開始当時に当該地区で営巣が確認されたのは 9ヶ所であり、

そのうち 2ヶ所について営巣木が計画路線に近接していた。その後、モニタリング調査を続けたが、平成 22

年にこれまでより計画路線に近い位置で繁殖し、工事の状況によっては今

後のサシバへの影響が懸念された。そこで、当時サシバの人工代替巣によ

る繁殖成功例はなかったが、サシバは他の猛禽類の巣による繁殖例もあり、

条件が合えば代替巣を利用する可能性もあるとの期待からサシバを対象と

する代替巣を設置することとした。 

４．代替巣の設置（平成 23 年 2 月実施） 

（１）代替巣設置候補木の選定 

代替巣設置にあたり設置候補木の選定を行った。それまでの調査を解析

した結果を踏まえ、現営巣地の中心域で工事による影響が少ないと思われ

る距離および地形を考慮し、かつ現営巣地とできる限り同一条件（植生・

植生構造・樹種・架巣形態）であることを基準に選定した。 

（２）代替巣の設置方法 

 設置はあらかじめ選定した候補木に登り、樹上からの飛び出し方向や外

側からの進入方向の空間の開放性、巣を設置する枝の位置などを確認して

決定した。なお、巣の構造はサシバの自然巣の特徴に合わせて細い枝で構

成し、オオタカの巣よりも小さくする等工夫した。 
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写真-3 代替巣（下面より）
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No.1巣 ● 2 × ×
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写真-4 代替巣設置木全体

写真-5 代替巣で繁殖した
サシバのヒナ 

写真-7 防滑材塗布面を 
這い上がるカエル 

＜凡例＞ ●：繁殖成功 ○：繁殖中断 ×：繁殖なし

写真-6 排水溝に土のうを設置

（３）設置時期および数 

 代替巣の設置はサシバの非繁殖期である 2 月に行った。また、利用確率

を上げるために 3つ設置した。 

５．代替巣を設置した箇所付近の営巣状況 

 サシバの調査開始後、平成 19 年、20 年、22 年、23 年に自然巣での繁殖

が確認された。代替巣は、設置後 2年間は利用がなかったが、平成 24 年に

自然巣№5 が崩落すると、その翌年の平成 25 年に代替巣 No.3 において繁

殖が確認された。これは、日本で初めての事例である。その後 1羽のヒナ

の巣立ちを確認した。また、平成 26 年には代替巣№1において繁殖が成功

し、2羽のヒナの巣立ちを確認することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．猛禽類のエサとなる小動物対策 

検討会において、猛禽類のエサとなる小動物に対しても対策が必要と

の提言を受けた。建設現場では、降雨後に集水枡や側溝でカエルが這い

上がろうとしているがうまくいかない状況が頻繁に確認された。カエル

は生態系を支えるピラミッドの下位部分を担う存在であり、その上位に

はヘビや小鳥、最上位にはサシバやオオタカ等の猛禽類が存在している。

よって、生態系の維持のためカエル等の小動物が排水溝に落ちても這い

上がれるような対策の検討を行った。 

集水枡等はすでに設置済みで大きな構造変更は経済性及び施工性等の点

から困難であり、また建設後に市町へ移管することから、維持管理しや

すい仕組みの対策を検討することとした。そこでカエルが集水枡の隅の

表面が粗い箇所を伝って這い上がっていることに着目し、コンクリート

内側壁面を粗面化するために防滑材の塗布を行った。また、排水溝上流

端部からも這い上がれるように土のうでスロープ状にした（写真-6）。施

工後に現地を確認したところ、集水マスに落下したカエルが這い上がっ

ており防滑材の効果を確認した（写真-7）。 

７．まとめ 

常磐自動車道全線開通後は交通量が猛禽類の繁殖に与える影響を確認するため、富岡町～新地町間の

営巣地付近においてモニタリング調査を実施し、猛禽類の繁殖成功を確認した。代替巣を利用した環境へ

の工事による影響低減策は、他の建設現場においても活用可能な事例であり、自然環境保全対策の参考資

料として活用可能なように取りまとめているところである。最後に、当該地区が今後もサシバが生息でき

るような保全状態のよい里山環境であることを期待する。 

＜参考文献＞（１）サシバの保護の進め方：平成 25 年 12 月 環境省自然環境局野生生物課 

表-1 代替巣設置箇所付近におけるサシバの営巣状況経年

代替巣

カエル 
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